
Japan Society of Histochemistry and Cytochemistry (JSHC)

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Histoohemistry 　and 　Cytoohemistry 　（JSHC ｝

1− 6 慧

病変 リ ン パ 節細胞 の核
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助発癌物質TPA の急性前骨髄暁白血鏑 細胞 の

分化誘導の メ カ ニ ズ ム に関する研究
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瞬 的遷 リン パ 簡細胞の種々の 病的状態にお け

る増殖動態 と異 型 性 を明らか に する目的で。核

〔）NA 量 を核径 と共 に 測定 し た．
。

匿対 象及 びフ三讙認非特異性 iハ・パ 節炎 7 例， ポ ジ

キ ン癈2 例，非 ホ ジキ ン リ ン ’輝 卸 例，原翻 三マ

ク r：グ ロ ブ リン 血／症 1例9 急轡 丿ン パ 性1ヨ疽1病 1

例の 計18例 の リン パ豊婿を．用い た 。窯検 リンパ 節の

塗抹標本 を メ タ ノ
ー

ル 匿藁 ‘後 ， 1．N 　 Hci60 ℃ ，

5分歉伽毛水分解 し ， ，E 。 1
・
］／flz’vir 巨e・Feldgen 染

色を施 行．落射 型 顳微螢光測 光簑 置 OiyMT 〕lls

［曲 ［Si， ・嚢 1冷を，4SLiて 10（｝〜15   掴 の 細胞 の核螢

光量 と核径 を測定し， ご 次貢1分散図を作製した
。

標．tts：t
．
t1｝こ介 ：『荘嘩

．1
るノ亅丶型 り：ン ／マま求（P 孟n　 hole 径

幡 黼 ）の 核螢 光量 20Fu を 2e ・

．
DDNA 量 とした

。

錏結果難非特異｛生   ン パ 節 炎 1：ttは 小 型〜中型

・
鳥パ 球 （両 3お啣且幽 艀）の 比率が多 く， その DNA

量分轟1で ぱ大 部分は 2C に．存在 し，少数の大型 リ ン

パ 球 ql魂 ・4〜丑1・御 痺 ）が 2C か ら4C に存在し虎。

本症の分散 囓 を基本の パ タ…ン とす る と，各悪 性

疾患で は 1、各 々
・
に特鰹 E臓 パ タ

ー
ンがみ られ，その

パ タr・一．ン は形態学的 k．異型性 と も関遵 し た
。

謹考察］核の 大 き さ と核 DNA 量 に よる二 次

元分散図 に よ る解析は ， 各種 リ ン パ 節病変の

生物学的特性を 明 らか に す るの に 有用 で あ る

　人の 急性前骨髄 性白面病細胞か ら確立 され

たHL60 細胞に，助発癌物質12−○
− tetra．．

decanoγlphorbol
−一．L　3・−acetate （TPA ）を投与

すると，大食細胞に分化する 。 こ の 分化誘導

の 生物学的機構に つ い て 報告する 。 1〜100

ng ／m 正TPA を浮遊細胞で ある HL60 に投与す

ると， 2〜 3時間後より細胞は フ ラ ス コ 底に

接着 しは じめ， 2 日後 に は大部分の 細胞が 接

着する 。 組織化学的に，未処置細胞 は poroxi・・

dase｛．十．）t　aaci 〔量　phos．phatase ［
…
｝。　tton −・＄］3e−

cific　esterase 〈一〕で あるが ．

厂
｛
’PA 処置 4 目後

で はそれぞれ〔一一
， 1・＋1， 〔＋ 庵 呈する。 その 他，

Iactaしe　deh｝・droge聡 se 瀁雛及び そ の iso−

zymo ．又glucose −6−−phosphate 　 dehydr：）−

genase 　2舌’陸も検索 した 。
3H − thymidine 　の

取 り込み は．未処置群で は 1時問あた り43％

の labeiinsr　index を示 したが，　 TPA 投与群

で は急速に滅少 し， 1及び 21一膿 で はそれぞ

れ 5
，
0％で あ っ た、，フ w −−V イ トメ トリー一

を用

い た DNA 分析に より ， 投与後数時閻で TPA

は細胞 の G醐 か ら S期へ の 移行を抑制 して

い た。 又分裂期細胞を経時的に算定する と，

TPA は一過性 に 細胞の G2 期か らM 期へ の 移

行を抑制する こ とがわか っ た 。

い

一77 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


